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１．はじめに 

 

１－１ 方針策定の背景・目的 

 

高尾山は、明治の森高尾国定公園や都立高尾陣場自然公園に指定され、年間 300 万人が訪れ

るとも言われる本市にとって重要な観光資源の一つです。 

近年、ミシュラングリーンガイドの三ツ星観光地に選定され、観光客の増加とともに、高尾

山の玄関口である高尾山口駅周辺地区では圏央道高尾山インターチェンジの開通、案内機能を

もった駅舎への改修、更には高尾 599 ミュージアムや温浴施設の建設等、様々な事業展開が行

われ、観光地としての魅力や利便性の向上がより一層期待されています。 

このように交通基盤や観光振興に関わる施設整備が進む一方で、行楽シーズンにおける観光

客の一極集中や混雑による自然環境や住環境への影響、また、少子高齢化によって次世代のま

ちづくりを担う若年人口の減少などが懸念されます。自然環境の保全とともに高尾山をはじめ

とした山間部の限られた都市的土地利用の中で、諸施設や地域資源を有効に活用し、地域住民

や事業者とともに高尾山の魅力や価値、地域の活力を高めていくことが求められます。 

このような背景を踏まえ、今後の交通環境、土地利用のあり方、住環境と観光との共存など

について整理しながら、目指すべき姿を示し、地域づくりの取り組みを適正に進めていくため、

高尾山口駅周辺地区都市計画方針（以下「本方針」という）を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京王高尾山口駅舎・駅前広場 高尾 599 ミュージアム 
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１－２ 本方針の位置づけ・役割 

本方針は、本市の都市計画に関する長期的な基本方針である「都市づくりビジョン八王子～

第２次八王子市都市計画マスタープラン～」（以下「都市計画マスタープラン」という）を踏

まえ、関連計画と相互に連携・調整を図りながら、「高尾山口駅周辺地区」の将来像をより具

体的に示します。 

都市計画マスタープランは平成27年度を基準年として計画期間を10年としていることから、

本方針も概ね 10 年を実現目標期間とします。 

 

（１）本方針の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本方針の役割 

①地域の政策課題への対応 

・豊かな自然環境や地域資源の保全と活用 

・暮らしやすさと観光振興が両立する環境の実現 

・多様な世代が活き活きと暮らせる環境の実現 

②多様な主体の連携・協働による実現化 

・実現するために各種施策を横断的に連携させること 

・地域のエリアマネジメントの推進 

・民産学公の連携による取組み、新たな価値や魅力の創出 

 

 
関連計画 
・事業等 

 

○交通 

○環境 

○景観 

○観光  

など 

都市づくりビジョン八王子 

（第２次八王子市都市計画マスタープラン） 

○都市づくりの方針（水とみどりの拠点・軸の形成） 

高尾山観光の玄関口である高尾駅や高尾山口駅周辺を起点として、自然

環境や歴史・文化資源、水とみどりのネットワークと豊富な観光・レク

リエーション資源を活かした観光・交流エリアを形成し、地域振興と広

域的な観光振興を図ります。 

○地域づくりの方針（西南部地域） 

≪市街地整備≫観光資源としての魅力と広域的な交通利便性を活かして、

周辺の住環境や良好な自然環境との調和に配慮した観光振興を中心とする

地域づくりと、広がりのある観光の起点となる魅力づくりを進めます。 

≪みどり≫高尾山から北西部の丘陵地を経て加住丘陵に至る地域を観光・

交流エリアと位置付け、自然環境や歴史・文化資源などの保全を図るとと

もに水とみどりのネットワークや豊富な観光・レクリエーション資源を活

かして豊かな地域資源をつなげ、地域振興と広域的な観光振興を図ります。 

≪都市景観≫高尾山の豊かな自然環境と歴史・文化を一体的に守りながら、

観光地としてのにぎわいと豊かさが感じられる景観形成を図ります。 

相互に

連携 

・調整 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針 
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１－３ 対象区域 

本方針の対象区域は、高尾山の山麓・山間部に位置し、京王高尾山口駅や圏央道高尾山イン

ターチェンジ（以下「高尾山 IC」という）などの交通の要衝と連坦する市街地を主な対象とし

つつ、区域内の基礎的な地域活動の担い手となる、落合町会・高尾町五丁目町会・南浅川町会

の３町会を含む区域を基本とします。これらの区域及び隣接する自然環境を包含する区域を「高

尾山口駅周辺地区」とします。 

また、広域的な機能分担やネットワークにより、高尾山口駅周辺地区の課題解決や地域活性

を補完する範囲を「関連地域」とし、合わせて方向性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 町会と周辺地域

の考え方 

高尾山口駅周辺地区 

関連地域 

図 高尾山口駅周辺地区及び関連地域 位置図 

町会の区域 

後背地の自然環境・景観との調和に配慮 等 

地区の区域 
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図 ３町会と高尾山口駅周辺地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落合町会 

高尾町五丁目町会 

南浅川町会 

＊この地図は東京都縮尺 1/2500 地形図（平成 27 年度版）を使用したものです。 
（27 都市基交測第 82 号・MMT利許第 27053 号-73） 

＊これ以降、特に記載のない図面は同地図を使用しています。 
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○都市の軸となる空間や連携などネットワークの形成 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区の将来像 

 

１－４ 方針の構成 

 

 

高尾山の自然と歴史文化を守り活かし、 

   観光交流と暮らしが調和するまち 

■地域構造  

 

■地区の方針 

 

■エリア別方針 

 

■施策の推進 

 

■地区の課題 

【土地利用】 

・良好な自然環境や住環境の維持向上 

・日常生活を支える都市機能や交流の場の不足 

・地区内の限られた土地の有効活用 

・観光振興に係る賑わいと地域住民向けの商業施設 

 の調和のとれた誘導 

【交通】 

・観光客の自動車交通量の増加に伴う交通環境の悪化 

・歩行しにくく単調な歩行者空間、回遊性の不足 

・地区内の限られた土地における駐車・駐輪スペース 

 確保の難しさ 

【自然環境・景観・観光】 

・観光客や登山客の増加に伴う自然環境への影響 

・水辺環境としての河川の有効活用 

・高尾山のイメージ向上に向けた歩行者動線の整理 

 と景観形成 

・広域連携やインバウンド観光など多彩な魅力づくり 

 と観光振興 

【防災】 

・災害リスクへの対応 

・観光客を考慮した防災対策や体制の整備 

土地利用 
 

 

・観光ルートの多様化・分散化を図り、自然環境への負荷を軽減します。 
・豊かな自然環境の保全し、観光交流・レクリエーション の資源として活用する
とともに、適切な維持管理を図ります。 

【都市景観】自然環境や歴史文化を活かした景観形成 

【みどり】高尾山の山林や案内川などの豊かな自然の保全と活用 

【市街地整備】賑わいと暮らしやすさが共存する土地利用の推進 

・観光交流や地域住民の生活を支えるサービス機能の導入を図ります。 
・豊かな自然環境との調和に配慮したゆとりある住まいづくりを推進します。 
・多様な世代が暮らし交流しやすい居住環境づくりを推進します。 

・高尾山参道の賑わいの感じられるまち並み景観を形成します。 
・高尾山の豊かな自然景観や深い歴史文化との調和に配慮した落ち着きの 
 ある景観を形成します。 
・高尾山口駅前や国道 20 号沿道など、豊かな緑や水辺等を活かした魅力ある
景観形成に努めます。 

都市施設 
 

 

・八王子南バイパスを活用した周辺地域との連携を強化します。 
・地区内の安全で歩きやすい歩行空間を整備します。 
・観光やコミュニティを支える交通体系の充実化を推進します。 
・中心市街地や圏央道を活用した周辺都市との広域連携を強化します。 

【道路・交通】道路ストックなどを活用した利便性・快適性の向上 

【公共施設・河川等】地域資源を活かした魅力ある交流の場の創出 

・案内川や水路など水辺空間を活用した水辺のネットワークの形成を図ります。 
・高尾 599 ミュージアムを活用した観光交流及び地域交流の場づくりを推進します。 
・豊かな自然環境を活かした地域交流の場づくりを推進します。 
・高尾山へ訪れる人たちへの「おもてなし」の諸施設の導入を図ります。 

都市防災 
 

 

・災害履歴やリスクを考慮し、適切な土地利用誘導につなげます。 
・狭あい道路の整備等により避難ルートを確保し、適切な誘導方策の整備を 
進めます。 

・土砂災害対策等を推進するとともに多様な主体の協働による地区防災の 
体制を強化します。 

【都市防災】災害に強い安全な市街地の形成 

【土地利用に関する施策】 

1-1「高尾山の玄関口」としての土地利用誘導 

・地域の賑わいや交流活動を支える商業サービス機

能の導入など、適切な土地利用の誘導  …など 

1-2 自然、商業や住宅等の均衡のとれた土地利用誘導 

・生活環境と観光・文化の振興につながるサービス

機能の導入  …など 

1-3 地域資源をつなぐネットワークの構築 

・自然や歴史文化をゆっくりと楽しめるような 

  回遊性のある散策ルートの魅力発信 …など 

【都市施設に関する施策】 

2-1 観光客の自動車交通等対策  

・車・鉄道・バス等の乗継利便性の向上 …など 

2-2 地域の暮らしやすさを支える交通環境の整備 

・子どもや高齢者の安全な移動手段の確保 …など 

2-3 案内川及び周辺の環境整備 

・水辺を活用した広場空間整備や国道 20号と駅との

回遊性の向上 …など 

2-4高尾 599 ミュージアムを核とした体験・交流の活動推進 

・イベント等多様な活動による賑わいづくり…など 

2-5 公有地を活用した地域交流の場づくり 

・交流や地域活動の場として利用しやすい環境 

  づくり …など 

【都市防災に関する施策】 

3-1 災害に強い多様な主体の協働による 

まちづくりの推進 

・観光客を含めた警戒避難体制の推進等 …など 

○各町会のエリアごとの方針 

   落合町会・高尾町五丁目町会・南浅川町会 

■地元民等の意見 

【課題、方向性】 

・生活利便施設の充実化 

・地元住民の交流、子どもや高齢者の居場所づくり 

・地域活性や観光振興と生活環境のバランスに配慮 

・ごみ問題、来訪者のマナーの問題 

・観光シーズンの交通渋滞への対応 

・高齢者や子どもたちの安全な歩行環境確保、交通安全 

・災害への備え、避難場所やルートの確保 

【事業提案】 

・駅前や高尾 599 ミュージアム前での定期的なマルシェの開催 

・地元農家の野菜販売や体験型ショップ 

・地元への PR、地域資源・人材の活用や情報発信 

・既存のバスルートの延伸など交通利便性の向上 

・空き地等を活用した身近な交流活動の場づくり 

○民産学公の協働による取り組み 

○重点施策の選択・推進 

○活動の相互連携や段階的なステップアップ 

■取り組みの考え方、推進体制づくり 

 

⇒地域による推進体制づくり 

 （中長期的にはエリアマネジメントの実践へ） 

p33 

p34 

p37 P47 

P39 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地区の概況 
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２．地区の概況 

２－１ 地区の現況 

（１）地区の現況 

①地勢、沿革 

・対象地区は、高尾山の山麓部から山間部にかけて走る案内川や国道 20号（甲州街道）の沿道

に形成され、急傾斜の斜面や山林に囲まれた市街地です。 

・髙尾山薬王院が 744 年に開山し、鎌倉時代から修験道の霊場として広く知られるようになり

ました。近代以降、都心近郊の行楽地として多くの人々が訪れ、昭和２年には高尾登山電鉄

が開通するなど、古くから多くの観光客でにぎわい、市街地が形成されました。 

・高尾山の山林は、江戸時代には森林の保護や植林が行われるなどを通じて豊かな自然が守ら

れてきた経緯があり、戦時中は造船や家屋等のための伐採が進みましたが、昭和 25 年都立高

尾陣場自然公園の指定、昭和 42 年明治の森高尾国定公園の指定がなされ、自然環境の保護が

進められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②法規制の概要 

【用途地域等】高尾山口駅周辺地区は、国道 20 号沿道や高尾山口駅周辺が近隣商業地域に指定

されている他は、第一種低層住居専用地域に指定されています。また地区の周辺の山々は市

街化調整区域に指定されています。 

【自然公園法関係】高尾山口駅周辺地区及び関連地域の大部分は、明治の森高尾国定公園や高

尾陣場自然公園に指定されており、工作物の新築・改築・増築や木竹の伐採などをする際に、

都知事への許可申請及び届出が求められます。 

【八王子市景観計画】高尾山への玄関口である高尾山口駅から高尾山参道、高尾登山電鉄清滝

駅一帯は、八王子市景観計画の重点地区の一つとして地区独自の景観を誘導するための景観

形成基準が定められており、市長への届出が求められます。 

【土砂災害警戒区域関係】高尾山口駅周辺地区は、入り組んだ地形であることから高尾山口駅

周辺をはじめその大部分の斜面が土砂災害特別警戒区域に指定されており、特定の開発行為

に対して許可が必要になる他、建築物の構造に対して規制がかかります。 

図 明治 40 年頃（左）と昭和 47 年頃（右）の高尾山口駅周辺地区 

【出典：国土地理院】 
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図 都市計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図 

＊高尾町、南浅川町、裏高尾町、西浅川町、

東浅川町、廿里町、初沢町、狭間町の８町

（「高尾地区」とする）を中心に現況把握

を行っています。 
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図 八王子市景観計画（緑の共生ゾーンと重点地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 明治の森高尾国定公園の範囲 

 

 

【出典：八王子市景観計画を元に作成】 

【出典：明治の森高尾国定公園 公園区域及び公園計画変更書（環境省原案）を元に作成】 
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図 都立高尾陣場自然公園の区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域（高尾町） 

 

【出典：八王子市土砂災害ハザードマップ】 

【出典：土地利用現況調査を元に作成】 
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③人口・高齢化率の推移 

・対象地区の町会を含む高尾町、南浅川町における平成 12 年から平成 27 年の人口推移では、

両地区ともに大きく減少しています。 

・対象地区全体、高尾町や南浅川町等においても若年層の人口は減少し、50 歳以上の人口は概

ね変化していません。 

・高齢化率は市全体の平均（平成 22 年では 20.6%）より高く、特に南浅川町の高齢化率が高く

なっています。 
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H27： 53.4%
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・若年層の減少

・高齢化の進行

（50代以降は平行移動）

人口数 H12： 3,393人

H22： 3,050人

H27： 2,967人

高齢化率 H12： 20.8%

H22： 26.1%

H27： 29.3%

図 浅川地区町会連合会の人口構成の変化 

○８町 

（高尾町、南浅川町、 裏高尾町、

西浅川町、東浅川町、廿里町、 

 初沢町、狭間町） 

○22 町会・自治会・管理組合 

※浅川地区町会連合会の町区域と 

構成する町会等 

【データ元：平成 12 年データは国勢

調査、平成 22 年データと平成 27 年

データは住民基本台帳（前者は平成

22年9月末、後者は平成27年12月）】 

図 高尾町の人口構成の変化 図 南浅川町の人口構成の変化 
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④土地・建物利用現況 

・高尾町や南浅川町では８割以上が山林等の自然的土地利用であり、過去 10 年では一部高尾山

IC 周辺の道路整備等が行われているものの、それ以外の大きな変化はみられません。 

・戸建て住宅や商店など低層建物を主とした市街地で、高尾山参道周辺に商業施設が集積して

います。また、国道 20号沿道には商業施設や業務施設等が点在し、市街化調整区域内におい

ても点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 土地利用現況（平成 24 年） 

拡大図 

【出典：土地利用現況調査】 
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南浅川町 

高尾町 

図 高尾町及び南浅川町における都市的土地利用現況 

※自然的土地利用を除いて表現 

※自然的土地利用を除いて表現 

【出典：土地利用現況調査】 
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⑤公園、コミュニティ施設、主な駐車場など 

・地区内には、中規模な公園としては落合公園があるほか、小規模な公園が数か所点在してい

ます。 

・町会会館は、高尾町五丁目町会、落合町会並びに南浅川町会がそれぞれ所有し、高尾 599 ミ

ュージアムに地域住民も活用できる会議・展示スペースがあります。 

 

 

 

 

 

拡大図 

図 公園、コミュニティ施設、主な駐車場の位置 
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⑥生活利便施設（物販施設・医療関連施設）の立地状況 

・物販施設の立地状況は、高尾駅周辺において一定数の施設が立地している一方、高尾山口駅

付近、裏高尾町や南浅川町ではそれぞれ一か所ずつとなっています。 

・医療関連施設の立地状況は、高尾駅周辺に医療関連施設の立地が集中しています。また、裏

高尾町や南浅川町などでは豊かな自然環境を活かして、病院が立地しています。 

 

図 物販施設の立地状況（平成 26 年 12 月時点） 

 
 

図 医療関連施設の立地状況（平成 26 年 12 月時点） 

 

【出典：iタウンページ、市資料】 
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⑦交通網及び交通圏域 

・地区内には国道 20号が縦走し、地区南北を貫く圏央道の高尾山インターチェンジが高尾山口

駅南西部に位置しています。また、高尾山インターチェンジ付近から八王子南バイパスを介

して東の町田街道と連絡しています。 

・地区内にはＪＲ中央線の高尾駅、京王線高尾駅及び高尾山口駅があり、都心と本地区を結ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高尾駅をターミナルとし、京王バスが高尾山口駅バス停や小仏バス停まで通じているほか、

神奈川中央交通が高尾山口駅と相模湖駅を結んでいます。また高尾山口駅と京王八王子駅を

結ぶ路線が新設されました。 

・高尾駅北口と小仏バス停を結ぶ路線は１時間に１～３本あり、その他の路線の運行頻度は低

くなっています。 

表 高尾山口駅周辺を通るバスルートと運行本数（平成 27 年 12 月時点） 

会社 バス停 行先 
系統 

番号 
平日 土曜 休日 

京王バス 

小仏 高尾駅北口行 高 01 
17 本（6 時台～20

時台） 

25 本（6 時台～20

時台） 

25 本（6 時台～20

時台） 

高尾山口駅 高尾駅南口行 高 02 1 本（15 時台） 1 本（15 時台） 1 本（15 時台） 

高尾山口駅 
京王八王子駅行

（H27.10～） 
山 01 5 本（9～16 時台） 5 本（9～16 時台） 5 本（9～16 時台） 

高尾山口駅 高尾駅北口行 山 02 1 本（15 時台） 1 本（15 時台） 1 本（15 時台） 

神奈川中

央交通 
高尾山口 

相模湖駅行 

八 07 

2 本（10 時台、13

時台） 

3 本（10 時台、13

時台、17 時台） 

3 本（10 時台、13

時台、17 時台） 

八王子駅行 
2 本（9 時台、12

時台） 

3 本（9 時台、12

時台、16 時台） 

3 本（9 時台、12

時台、16 時台） 

相模湖駅行 湖 29 1 本（17 時台） - - 

図 交通圏域 

八王子ＪＣ 
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（２）観光関連施設等の現況 

①鉄道等利用者数の推移 

・平成 19 年に高尾山が「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン（日本ミシュランタイヤ株

式会社）」に選定されて以来、観光客が増加し、現在では微増傾向にあります。 

・平成 21 年度より毎年高尾山口駅の一般乗降者人員は年間 300 万人以上、高尾登山電鉄の利

用者（ケーブルカー及びエコーリフト）は年間 200 万人以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市営駐車場利用状況 

・高尾山口駅前の市営高尾山麓駐車場の利用状況は平成 21 年以降概ね増加傾向にあります。 

・年間通じて利用されていますが、月別では、ゴールデンウィークのある５月、紅葉シーズ

ンの 11 月、正月や祭事のある１月に満車日数が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高尾山口駅の年間乗降者数推移 図 高尾登山電鉄の年間乗車人員数推移 

図 年別利用台数の

推移 

 

図 月別の満車日数の

推移【平成25年度】 

【出典：八王子市観光協会データ】 

【出典：高尾登山電鉄株式会社】 【出典：八王子市統計】 
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・高尾山口駅周辺（落合町会、高尾町五丁目町会、南浅川町会の範囲）には、合計で約 1000 台

の駐車場があり、そのうち市営駐車場（臨時含む）及び髙尾山薬王院祈祷殿駐車場の駐車台

数は全体の約 34％（357 台）を占めています。 

・施設併用型駐車場の駐車台数が全体の約 30％を占める一方、個人住宅の軒先等を活用した駐

車場の駐車台数が全体の約 25％を占めています。 

 

表 高尾山口駅周辺における駐車可能台数及び、11 月の休日一日における駐車利用台数（平成 26 年） 

駐車場種別 説明 備考 
駐車可能台数※ 

11 月の休日一日の 
駐車利用台数※ 

（台） 
（％） （台） 

利用状況 
（％） 

市営高尾山麓
駐車場 

高尾山口駅前に
整備されている
市営駐車場 

 80 7.6% 80 100.0% 

高尾山自動車
祈祷殿・薬王
院駐車場 

高尾山自動車祈
祷殿及び薬王院
の参詣客専用の
駐車場 

観光バスの受
け入れも予約
制で一部対応 

250 23.8% 116※大型

30 台含む 

― 

市営臨時駐車
場 

繁忙期のみ設営
される市営駐車
場 

 27 2.6% 27 100.0% 

時間貸駐車場 
時間単位で貸し
出している駐車
場 

 127 12.1% 117 92.1% 

施設併用型駐
車場 

店舗等に付随す
る駐車場 

 297 28.3% 204 68.7% 

軒先駐車場 

個人住宅の軒先
や低未利用地等
を活用した臨時
駐車場 

 255 25.6% 249 97.6% 

合計 1050 100.0% 807 ― 

 

 

 

 

 

合計台数 357 台、 

全体に占める割合 34％ 

※午前 8～12 時の目視調査により台数を算出した。施設併用型駐車

場、軒先駐車場などは混雑状況により駐車可能台数の増減する可能

性がある。 
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③交通渋滞状況 

・高尾地区内の交通渋滞発生回数は市内主要箇所と比較すると少なく、正月・ゴールデンウィ

ーク・11 月の繁忙期では⑨高尾山入口付近（下り）や②高尾山 IC 付近（上り）などで顕著

に発生しています。 

 

図 市内主要箇所及び高尾地区内の 6か月平均の交通渋滞発生回数（平成 26 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 

高尾地区内 市内主要箇所 

※公益財団法人日本道路交通情報センター（JARTIC）が提供する渋滞統計システムで実態把握を行

った。把握可能な交通渋滞は、「渋滞（10ｋｍ毎時以下）」及び「混雑（20ｋｍ毎時以下）」をベ

ースに集計される。把握可能な交通渋滞は、各管理者が車両感知器を設置している区間に限り、５

分周期に蓄積されるデータであるため 5分を 1回としてカウントされる。 
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図 高尾地区内の交通渋滞発生箇所と番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内主要箇所の交通渋滞発生箇所と番号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高尾駅 

高尾山口駅 

国道 20 号 

八王子町田線 

八王子あきる野線 

八王子南ＢＰ 

狭間駅 

ＪＲ中央本線 

中央自動車道 

圏央道 

京王高尾線 

ＪＲ横浜線 

中央自動車道 

国道 20 号 

八王子駅 

西八王子駅 

北八王子駅 

国道 16 号 

八王子あきる野線 

八王子ＢＰ 八王子五日市線 小宮駅 

めじろ台駅 

狭間駅 

山田駅 京王片倉駅 

片倉駅 

北野駅 

長沼駅 京王高尾線 

京王線 

京王八王子駅 
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図 高尾地区内を通る国道 20 号沿道の主要な場所の月別の交通渋滞発生回数（平成 26 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・11 月の繁忙期においても、特定の休日のみ顕著に交通渋滞が発生し、時間帯は 12 時台、次い

で 16～17 時台に渋滞が集中しています。 

・またピーク時の 12時台において、⑦高尾駅前付近（下り）から⑨高尾山入口付近（下り）まで

の区間では 50分間（５分毎カウントで 10 回）、③高尾山入口付近（上り）では 55 分間（５分

毎カウントで 11 回）渋滞が続いています。 

 

図 ⑨国道 20 号高尾山入口付近（下り）における 11 月の日別交通渋滞発生回数（平成 26 年） 

 

 

 

 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 
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図 ⑨国道 20 号高尾入口付近（下り）の休日の時間別交通渋滞発生回数（平成 26 年） 

 

 

図 交通渋滞の渋滞長及び発生回数 

（左上：平成 26 年 2月 2日（日）の 12 時台、右下：平成 26 年 11 月 23 日（日）の 12 時台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 交通渋滞の渋滞長及び発生回数（左：11 月 5 日（水）の 12 時台、右：11 月 23 日（日）の 12 時台） 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 

【元データ：JARTIC 提供の渋滞統計システム】 
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④高尾山周辺の観光施設等の分布状況 

・高尾山山頂周辺には、髙尾山薬王院や高尾ビジターセンター、さる園・野草園などの観光資

源が集積しており、複数の登山道により散策が楽しめます。ふもとに位置する参道周辺には、

トリックアート美術館や氷川神社、蕎麦屋や土産物屋などが立地し、山頂とふもとを合わせ

て、一体的な観光が楽しめます。 

・高尾山周辺においては、南浅川町には地区の自然を活かした飲食店が立地するほか、裏高尾

町には梅林や小仏関所、高尾駒木野庭園が立地し、少し広域では八王子城跡や武蔵陵墓地な

どの地域資源が点在しています。 

・高尾山は、市境に位置する景信山や城山などの山々と登山道によってつながっており、広域

的な登山ルートが形成されています。 
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図 高尾山周辺の観光施設 

 

 

 

【出典：高尾山遊歩 HP、山と高原地図 27 高尾・陣場など】 
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⑤観光客アンケート 

・高尾山への観光客を対象にアンケート調査を実施し、主な結果を整理しました。 

 

 

 

【行動ルート】 

・「ここに来る前にいた場所」または「これから行く予定の場所」という質問への回答は、と

もに高尾山山頂周辺やふもとの参道周辺とした方が多い一方で、周辺の観光施設とした方は

少なく、観光客の行動ルートは固定化されている傾向にあります。 

 

図 ここに来る前にいた場所 

38
43

3 0 2
10

0 0 0 0 0 0 1

12
16

32 30

3 2 0

18

0 0 0 0 0 0 1

16
11

0

10

20

30

40

50

高
尾
山
山
頂

髙
尾
山
薬
王
院

さ
る
園
・野
草
園

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館

交
通
安
全
祈
祷
殿

飲
食
店
・お
土
産
屋

武
蔵
陵
墓
地

多
摩
森
林
科
学
園

駒
木
野
庭
園

小
仏
関
跡

八
王
子
城
跡

陣
馬
山

市
内
そ
の
他

東
京
都
内(

市
外)

東
京
都
外

（人）
午前

午後

 

 

図 これから行く予定の場所 
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【調査日】①平成 26 年 11 月 23 日（日）・②平成 27 年 4月 28 日（火）【調査票数】計 262 票  

【調査場所】ケーブルカー清滝駅前広場及び高尾山駅前広場、高尾山山頂など 
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【交通手段】 

・高尾山に訪れる交通手段は、ＪＲ・私鉄を利用して高尾山口駅で乗降することが多く、自家

用車も見られました。 

・自家用車の駐車場は、高尾山口駅周辺の時間貸し駐車場が多く、市営高尾山麓駐車場及び薬

王院祈祷殿駐車場の利用も一定数ありました。 

・駐車するまでに 30 分以上かかったと回答した方は約３割でした。 

【改善点】 

・多くの方が登山道の混雑の改善を求めているほか、トイレの数の少なさや駐車場、登山客の

マナーなどが挙げられました。 

 

図 交通手段 

10.7%（28）

0.0%（0）

0.0%（0）

11.8%（31）

1.5%（4）

0.4%（1）

3.4%（9）

0.0%（0）

1.1%（3）

74.8%（196）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

その他

レンタカー

自家用車

徒歩

自転車

貸切バス・観光バス

タクシー

市内バス

ＪＲ・私鉄

 

■降車駅                      ■駐車場の種類 

   

 

 

高尾山口駅

90.8%(178)

高尾駅

1.5%(3)

高尾山口駅＆

高尾駅

2.0%(4)

その他

0.0%(0)
無回答

5.6%(11)

市営高尾山麓駐

車場
25.8%(8)

祈祷殿駐車場
29.0%(9)

店舗駐車場
0.0%(0)

時間貸し駐車場
32.3%(10)

無回答
12.9%(4)

ＪＲ・私鉄の場合 
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⑥観光バスアンケート 

・高尾山へのバスツアーに関して旅行会社を対象にアンケート調査を実施し、その結果の概略

を示します。 

 

 

【高尾山と周辺の観光資源】 

・高尾山のバスツアーと組み合わせている観光地としては、高尾山のみの会社は 10社あり、ま

た多くの会社が市内外の主要な観光資源と組み合わせていますが、昭和記念公園は４社、そ

の他の観光地は各１～２社と分散しています。 

・高尾山及び周辺でツアーの目的地に企画する観光資源としては、髙尾山薬王院と展望台がそ

れぞれ 60％を超えており、目的地が限定されています。 

 

図 高尾山のバスツアーと組み合わせている主要な観光地（周辺都市含む）（複数回数あり） 
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図 高尾山及び周辺で目的地に企画する観光資源（複数回答あり） 

 

 

 

回答数：35 社（送付 115 社） 調査対象：平成 26 年 1～12 月に催行されたツアー 
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【交通ルート】 

・関東近郊からのバスツアーが多く、全 35社中 31 社が圏央道を経由して訪れています。 

・平成 26 年６月の圏央道高尾山 IC－相模原愛川 IC 間の開通後では、来訪する頻度が増えたと

の回答が一定数あり、圏央道開通による観光バスの増加傾向がみられます。 

 

図 高尾までの主な経由ルート           図 圏央道高尾山 IC～相模原愛川 IC 供用後の 

来訪する頻度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【駐車場等】 

・バスツアーの際の乗降場所としては、高尾山口駅前広場が多いものの（全 35 社中 26 社）、

髙尾山薬王院祈祷殿駐車場も約半数の会社（全 35社中 26 社）が利用しています。 

・バスの待機場所については髙尾山薬王院祈祷殿駐車場が 119 回と全体の 51％を占めます。 

・自由意見として、観光客の行き来のしやすさや観光シーズン時の駐車場の確保、マイカー規

制等への意見がありました。 

 

図 観光バスの乗降場所（複数回答あり）      図 観光バスの待機場所と利用回数（複数回答あり） 
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（３）地元意見 

地元町会代表者や商店街、事業者等の地域の代表者で構成される地元懇談会を4回開催し、

地域住民を対象にしたワークショップを２回開催しました。 

ここではワークショップにおいて出された地元意向の概要を示します。 

 

【第１回ワークショップ】 

地域住民の生活イメージの共有化と、「こんな地域にしたい、こんなことあったらいいな」な

どのテーマで将来像を話し合いました。 

表 分野・テーマ別の主な意見 

分野・テーマ 内容（問題点や課題、方向性） 

土地利用 ・日用品の購買や医療福祉施設など生活利便施設の充実化 

・地域活性や観光振興と生活環境のバランス 

・道の駅（仮称：山の駅）づくり（地域交流、生活利便施設） 

・若者が戻れる、住めるまちづくり 

・地元住民の交流、子どもや高齢者の居場所づくり 

自然環境、 

景観、観光 

・ごみ問題、来訪者のマナー 

・山や川辺の清掃、案内川の環境保全 

・自然に親しむ場づくり、レクリエーション機能の再生 

・観光地としてのおもてなし 

・高尾 599 ミュージアムにおける住民の関わり方 

交通 ・観光シーズンの交通渋滞への対応 

・歩道のバリアフリーなど、歩きやすい道づくり 

・子どもたちが通学しやすい環境づくり 

・バス利用の促進（高尾駅や周辺との連携、送迎バスとの連携など） 

・地域のニーズを踏まえた公共交通導入の検討 

・八王子南バイパスを利用したバスルートの検討 

防災 ・交通安全 

・地震、水害、土砂崩れ、火事、大雪など災害への備え 

・避難場所やルートの確保 

・防災拠点（地元住民及び観光客への対応）のあり方検討 

・救急車など緊急車両の通行 

表 エリア別の主な意見 

項目 内容（問題点や課題、方向性） 

落合町会 ・住宅地の環境と観光振興のバランス 

・駐車場対策 

・伝統行事やイベントなど地域の魅力づくり 

・イベントやコミュニティスペースの充実化など、地域コミュニティ活動の活性化 

高尾町 

五丁目町会 

・高尾の自然やまちなみの保全 

・観光地としてのおもてなし、魅力づくり 

・賑わいのある商店街 

・地域の交流、子どもの遊び場や日用品売り場など地元住民の利便性の向上 

・旧案内分校やもみじ児童遊園の活用による身近な交流活動の場づくり 

南浅川町会 ・国道 20 号の交通渋滞、高尾山 IC 付近のバリアフリー化 

・諸施設へのアクセス性の向上 

・南浅川～高尾山口間の生活の足の確保 

・子育てしやすい環境づくり 

・豊かな自然環境の活用 
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【第２回ワークショップ】 

第１回ワークショップで出された意見をもとに、高尾山口駅周辺の顔づくり、地域の安全
な交通手段、交通問題対策、身近な交流活動の場づくりについて、「具体的に何ができるか、
何がしたいか」などを話し合いました。 
 

表 第２回ワークショップでの主な意見 

 テーマ 主な内容 

Project１ 

高尾山口駅周辺

の顔づくり（マ

ルシェ） 

地元住民の利用、利便

性 

・日用品の販売、地元住民のニーズへの対応 

・近隣の商店との差別化 

地元住民等の参加、体

験 

・地元農家の野菜の販売 

・フリーマーケット 

・森林センターとの連携、木材の活用、工作教室 

・饅頭、そばづくりなどの体験型ショップ 

・地元商店の参加 

交流の場 ・地元住民の交流、子どもや高齢者の居場所 

・イベント、祭りとあわせて開催 

開催場所、時期 ・高尾 599 ミュージアム前での開催 

・開催頻度を増やす、定期化、週１など 

・複数個所での開催と地域内の回遊 

周知、普及啓発 ・観光客だけではなく地元への PR 

・口コミ、SNS など 

・高尾の PR、地域資源の活用や人材ネットワークの活用 

Project２ 

地域の安全な移

動手段、交通問

題対策 

公共交通の導入 ・地域のニーズ、高齢者や子どもたちの意向の確認 

・人口が少ないこと、採算性が困難 

・南浅川～高尾山口間の生活の足がほしい 

・ワンコインタクシーの導入 

既存のバス交通の活

用 

・はちバス、うかい鳥山・竹亭や福祉施設の送迎バスとの

連携 

・八王子南バイパスを利用したバスルートの検討（南浅川

と高尾駅を結ぶ等） 

Project３ 

身近な交流等活

動の場づくり 

市営住宅地（落合）の

活用 

・駐車場対策 

・次世代の住まいの提供 

・貸農園、カフェやレストラン（地元雇用） 

梅の木平の活用 ・お祭り広場、防災広場 

・多目的広場としての利用、マルシェの開催等 

その他 ・防災拠点（地元住民及び観光客への対応）のあり方 

・旧案内分校の活用（防災倉庫の設置等） 

・もみじ児童遊園の活用 

 

【第１回ワークショップの様子】 
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２－２ 課題の整理 

（１）土地利用に関する問題点や課題 

①良好な自然環境や住環境の維持向上 

・豊かな自然環境を有するとともに閑静な住環境が形成されており、今後もこれらの環境

の維持向上に向けた土地利用の誘導が求められます。 

②日常生活を支える都市機能や交流の場の不足 

・地区内の人口減少や少子高齢化が進行する中、地域コミュニティの維持向上につながる

交流の場や、様々な活動を行う場が不足しています。 

・商業施設や医療福祉施設などの地域住民の日常生活を支える都市機能が不足しており、

適切な誘導とともに地区外と連携した都市機能の強化が求められます。 

③地区内の限られた土地の有効活用 

・豊かな自然環境の保全や災害対策等の観点から、一定の開発行為が制限されているため、

市街地内の限られた土地を有効活用する必要があります。 

④観光振興に係る賑わいと地域住民向けの商業施設の調和のとれた誘導 

・高尾山参道を中心に観光客向けの飲食店などの商業施設が一定数集積し、また近年新た

に京王高尾山温泉や高尾 599 ミュージアムなどが建設されており、高尾山口駅や参道を

含めた一帯の土地利用規制を見直す必要があります。 

 

（２）交通に関する問題点や課題 

①観光客の自動車交通量の増加に伴う交通環境の悪化 

・５月や11月など観光シーズンには、高尾山への観光客の一般車両や観光バス等が増加し、

国道 20 号では渋滞が発生するなど地域住民の生活や物流等の障害となっています。 

・観光シーズンにおいては、駐車場を探すための低速走行により交通渋滞を助長している

ケースも見られ、駐車場の情報提供や誘導方法の改善が必要です。 

②歩行しにくく単調な歩行者空間、回遊性の不足 

・高尾山周辺における歩行者空間は、歩道面の凹凸などにより、観光客や地域住民の生活

基盤としての安全な歩行者環境が不足しています。 

・観光客は高尾山口駅を経由して高尾山を登るなど、行動ルートが固定化されており、観

光シーズン時の混雑の要因となっているとともに、回遊性が不足しています。 

③地区内の限られた土地における駐車・駐輪スペース確保の難しさ 

・地区内の自家用車の駐車場が少なく、また地形上の制約や法規制などにより、駐車場用

地を確保することが困難であるため、地区外との連携を見据えた駐車場対策が求められ

ます。 

・観光バスなど大型車両については、地区内に専用駐車場が少なく、また乗降スペースは

高尾山口駅前広場に限られており、観光シーズンを中心に地区外との連携も見据えた大

型車両の受け入れ体制を整えることが求められます。 

・自転車やバイクでの観光客が高尾山口駅の通学・通勤用自転車駐車場へ多数駐車してお

り、観光客用自転車やバイクの駐車スペースの検討が求められます。 
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（３）自然環境・景観・観光に関する問題点や課題 

①観光客や登山客の増加に伴う自然環境への影響 

・高尾山への登山ルートは複数あるものの、高尾山口駅周辺からの登山が主な動線となっ

ており、登山道の混雑や登山ルートからの離脱に伴う植生への影響が懸念されます。 

②水辺環境としての河川の有効活用 

・国道 20 号と並んで地区内を縦走する案内川は、高尾山周辺における水辺環境として貴重

な地域資源であるものの、多様な視点からの有効活用がされておらず、観光資源として

の活用を図るとともに、地区のアメニティ向上が求められます。 

③高尾山のイメージ向上に向けた歩行者動線の整理と景観形成 

・高尾山口駅から清滝駅へ通じる路地が主な動線となっているため、高尾山の玄関口とな

る参道のイメージや回遊性の向上に向け、歩行者動線の整理とより魅力的な参道の景観

形成が求められます。 

・高尾山口駅周辺や国道 20 号沿道は、高尾山へ訪れるための主要動線となる場所であるた

め、屋外広告物、建築物の形態意匠や案内サイン等のデザインの統一など、高尾らしい

景観形成が求められます。 

④広域連携やインバウンド観光など多彩な魅力づくりと観光振興 

・高尾山への観光客数は増加傾向にあるものの、単調な行動ルートや滞在時間の短さなど

の特徴がみられ、今後も継続的に観光客を呼び込むため、多様な観光スタイルの実現に

つながる取り組みが求められます。 

・公共交通や登山ルートなど高尾山周辺の観光資源とのネットワークを強化し、多様な回

遊ルートの構築や情報発信が求められます。 

・圏央道高尾山ＩＣの広域的な交通利便性を活用した観光振興が求められます。 

・近年の日本への外国人観光客の増加に伴い、これを観光振興の契機と捉えたインバウン

ド観光への取り組みが求められます。 

 

（４）防災に関する問題点や課題 

①災害リスクへの対応 

・案内川の氾濫の経緯や急傾斜地の災害リスク等を踏まえ、適切な土地利用の誘導や防災

対策の推進が必要です。 

・土砂災害警戒区域等に多く指定されており、地域の防災拠点の整備などの緊急対応が可

能な体制づくりや地域のコミュニティによる防災力の強化が求められます。 

②観光客を考慮した防災対策や体制 

・多数の人が集まる観光地であるため、観光客を含めた避難誘導のルートや手順、また帰

宅困難者対策など災害時の対応が求められます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．地区の将来像と方針 
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３．地区の将来像と方針 

 

３－１ 地区の将来像 

都市計画マスタープランに示す位置づけや、高尾山口駅周辺地区の現況や課題、地元の意見

等を踏まえ、地区の将来像を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高尾山の自然と歴史文化を守り活かし、 

観光交流と暮らしが調和するまち 
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３－２ 地域構造 

関連地域を含めた高尾山口駅周辺地区の地域構造（活動の中心、ネットワーク形成）につい

て次のように定めます。 

 

（１）活動の中心 

 

○高尾自然・歴史・文化中心 

・高尾山山頂、髙尾山薬王院を中心とした豊かな自然、歴史文化を保全し、山岳信仰や自然の

レクリエーション等多様な交流・活動の場としてふさわしい環境づくりに努めます。 

○交流賑わい中心地 

・高尾山口駅周辺地区の中心として、多くの地域住民や観光客が憩い交流できるよう、広域的

な集客や生活サービスを支える多様な機能の集積やにぎわいのある環境づくりを推進します。 

 

 

（２）ネットワークの形成 

 

○みどりと賑わいのネットワーク 

・国道 20 号沿道への商業等生活サービスや交流につながる機能の誘導により、地域の生活利便

の向上や、沿道を楽しく快適に歩ける環境づくりを推進します。 

・周囲の山並み景観との調和に配慮した沿道の敷地内緑化など、沿道建物と道路空間が一体と

なった良質なまちなみ景観・環境づくりに努めます。 

○水辺のアメニティネットワーク 

・案内川のプロムナード、水辺空間を活かしたアメニティ環境づくりなど、高尾の豊かな自然

環境として魅力を高めます。 

・地域の美化活動などと連携して親しみやすい河川環境づくりを推進します。 

○みどりの連携ネットワーク 

・高尾山をはじめ地域の豊かな自然環境をレクリエーション資源として活かし、そのアクセス

となる主要な登山道を安全で快適に散策できるよう環境改善等に努めます。 

○地域連携ネットワーク 

・国道 20 号や八王子南バイパスを経由して、高尾山口駅周辺地区と高尾駅周辺、東京医科大学

八王子医療センターなどの高次機能を結び、地区の都市活動を支える日常的なネットワーク

機能の強化を図ります。 

・国道 20 号の相模湖方面については、公共交通の充実や観光客への案内誘導など、行き来しや

すい環境づくりに努めます。 
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地域構造 
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３－３ 地区の方針 

高尾山口駅周辺地区の都市計画に関する方針について次のように定めます。 

 

（１）土地利用に関する方針 

 

①市街地整備 

●賑わいと暮らしやすさが共存する土地利用の推進 

・観光交流や住民の生活を支えるサービス機能の導入を図ります。 

・豊かな自然環境との調和に配慮したゆとりある住まいづくりを推進します。 

・多様な世代が暮らし交流しやすい居住環境づくりを推進します。 

 

②都市景観 

●自然環境や歴史文化を活かした景観形成 

・高尾山参道の賑わいの感じられるまちなみ景観を形成します。 

・高尾山の豊かな自然環境や深い歴史文化との調和に配慮した落ち着きのある景観を形成し

ます。 

・高尾山口駅前や国道 20号沿道など、豊かなみどりや水辺等を活かした魅力ある景観形成に

努めます。 

  

③みどり 

●高尾山の山林や案内川などの豊かな自然の保全と活用 

・観光ルートの多様化・分散化を図り、自然環境への負荷を軽減します。 

・豊かな自然環境を保全し、観光交流・レクリエーションの資源として活用するとともに、

適切な維持管理を図ります。 

 

 

（２）都市施設に関する方針 

 

①道路・交通 

●道路ストックなどを活用した利便性・快適性の向上 

・八王子南バイパスなどを活用した関連地域との連携を強化します。 

・地区内の安全で歩きやすい歩行空間を整備します。 

・観光や地域コミュニティを支える交通体系の充実化を推進します。 

・中心市街地や圏央道を活用した周辺都市との広域連携を強化します。 

 

②公共施設・河川等 

●地域資源を活かした魅力ある交流の場の創出 

・案内川や水路など水辺空間を活かした水辺のネットワークの形成を図ります。 

・高尾 599 ミュージアムを活用した観光交流及び地域交流の場づくりを推進します。 

・豊かな自然環境を活かした地域交流の場づくりを推進します。 

・高尾山へ訪れる人たちへの「おもてなし」の諸施設の導入を図ります。 
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（３）都市防災に関する方針 

 

①都市防災 

●災害に強い安全な市街地の形成 

・災害履歴やリスクを考慮し、適切な土地利用誘導につなげます。 

・狭あい道路の整備等により避難ルートを確保し、安全な誘導方策の整備を進めます。 

・土砂災害対策等を推進するとともに多様な主体の協働による地区防災の体制を強化します。 
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３－４ エリア別の方針 

高尾山口駅周辺地区の３町会それぞれのエリアの特性に応じた方針を示します。 

 

（１）落合町会エリア 

明治以降の甲州街道（国道 20号）整備や高尾駅（旧浅川駅）開業に伴い、高尾山観光に関連

した商店の立地や住宅地化が早くから進んだエリアであり、国道 20 号を主要な動線とし、住宅

地内の道路は幅員４ｍ未満の狭あい道路が多くなっています。 

また案内川などの水辺環境、歴史的雰囲気を持つ建築物などの地域資源があり、高尾の新た

な魅力となり得るエリアです。このエリアの方針を次のように定めます。 

 

①将来像（基本方針） 

 

 

 

②エリアの方針 

【土地利用】 

■賑わい創出ゾーン 

・観光客用駐車場や空地などを活用した、地域コミュニティ活動の活性化につながる空間づ

くりなど、賑わいのある環境づくりに努めます。 

■生活サービス誘導ゾーン 

・国道 20 号沿道には、日常生活の利便性の向上や観光交流の促進につながる商業や居住など

多様な機能を誘導します。 

・周囲の山並み・河川などの自然景観や住環境に配慮し、歴史的な雰囲気を醸し出す建築物

等の保全活用を進めるなど、沿道景観の整序に努めます。 

■住環境保全ゾーン 

・戸建て住宅などの低層住宅を主体とし、自然環境と調和した住環境づくりを進めます。 

・地域の交流やコミュニティ活動を支える道路や広場等の整備を推進します。 

 

【都市施設】 

・狭あい道路の拡幅や歩きやすい歩道の整備など、安全で快適な歩行空間の整備を推進しま

す。 

・市有地や空き地・空き家の活用など、交流や生活サービス機能の導入を図ります。 

・案内川の水辺環境を活かした地域の魅力づくりに努めます。 

 

【都市防災】 

・土砂災害対策を促進するとともに、避難ルートや安全な歩行者空間の整備を推進します。 

・地域コミュニティによる自助・共助の取り組みを推進します。 

 

自然や歴史文化を活かした魅力づくりによる賑わいと 

落ち着きのある 住環境の調和するまち 
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落合町会エリア方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○沿道への商業・生活サ

ービス機能等の誘導 

○安全で散策しやすい

歩行者環境の形成 

（避難ルートを考慮） 

○地域貢献につながる活用 

○背景の山並みや農地

等の保全 

○住環境や景観に配慮した

駐車場の整備 

○地域貢献につながる活用 

○地域交流の場と

しての活用 

○地域貢献につながる

機能の導入 
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（２）高尾町五丁目町会エリア 

高尾山の主要な玄関口で、清滝駅から高尾山口駅周辺にかけて観光関連の商業施設が集積し

ています。全国でも有数の観光地としての魅力と広域的な交通利便性を活かしつつ、観光と住

環境の調和した交流拠点の形成を目指し、このエリアの方針を次のように定めます。 

 

①将来像（基本方針） 

 

 

 

②エリアの方針 

【土地利用】 

■賑わい創出ゾーン 

・駅前の利便性を活かし、様々な交流を支える商業機能の強化を図るとともに、周囲の自然

環境や住環境との調和に配慮し、賑わいの中にも落ち着きや高尾山の風格の感じられる景

観を誘導します。 

■生活サービス誘導ゾーン 

・国道 20号沿道には、日常生活の利便性向上につながる商業や福祉・子育てなどの生活サー

ビス機能など、多様な機能を誘導します。 

・周囲の山並みや並走する案内川との調和に配慮し、沿道景観を整えます。 

■住環境保全ゾーン 

・戸建て住宅など低層住宅を主体とし、周囲の自然環境と調和した良好な住環境づくりを進

めます。 

・地域の交流やコミュニティ活動を支える道路や広場等の整備を推進します。 

 

【都市施設】 

・高尾山口駅と高尾山参道、清滝駅や高尾 599 ミュージアムをつなぎ、観光客や地域住民が

ゆっくりと散策して楽しめるよう、歩きやすい歩行者空間、利用しやすい広場の整備を進

めます。 

・高尾 599 ミュージアムや広場の活用など、地域活動や観光交流を支える様々な機能の強化

を進めるとともに、高尾山の自然や歴史文化を活かした魅力づくりを進めます。 

・観光客用駐車場の案内サインや観光バスの乗降スペースの確保など、観光シーズン時の混

雑解消に係る交通環境づくりを推進します。 

 

【都市防災】 

・土砂災害対策の促進とともに、避難ルートや安全な歩行者空間の整備を進めます。 

・地域住民や事業者等の自助・共助による警戒避難体制の整備、支援などの仕組みづくり等

を進めます。 

 

高尾山の玄関口に相応しい風格をもち、 

様々な交流による賑わいあふれるまち 
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高尾町五丁目町会エリア方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大図（次頁） 

4
2
 

○山林の保全、土砂災害や河

川護岸など安全対策の強化 

○商業・生活サービス機能などの誘導 

○沿道の景観誘導 

○山林の保全、 

 安全対策の強化 

○公有地の活用による 

 防災・地域交流活動 
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○案内川の水辺や農地など、 

自然景観の保全 

○眺めのスポットづくり 

○建築物の形態意匠や屋外広告物の一体的な景観誘導 

○店先での花々による演出など潤いのある場所づくり 

○屋外広告物やサインの整序 

 

○案内板等の整序 

○広場の活用による賑わいの創出 

○高尾 599 ミュージアムや広場

を活用した賑わいの創出 

○建築物の形態意匠など景観誘導 

○屋外広告物やサインの整序 

○案内川の水辺を活用した潤いと憩いのある広場空間整備 

○高尾山口駅から国道 20 号への動線確保（回遊性の向上） 

4
3
 

○案内誘導などアクセス性の向上 

観光案内所  

○みどりや水辺を活かした景観整備 

○地域交流の場としての活用 

高尾町五丁目町会エリア方針図 拡大図 
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（３）南浅川町会エリア 

高尾山南側の山間部、神奈川県方面との境界付近に位置し、谷筋に集落・市街地が広がりま

す。豊かな山林や水辺など恵まれた自然環境を活かしつつ、高尾山や本市の玄関口として広域

的な交流を進め、地域活力の向上につながる地域づくりを目指し、次のように方針を定めます。 

 

①将来像（基本方針） 

 

 

 

②エリアの方針 

【土地利用】 

■生活サービス誘導ゾーン 

・国道 20 号沿道には、商業・生活サービス機能など日常生活の利便性向上や地域のコミュ

ニティ活動の活性化につながる機能の誘導を図ります。 

・周囲の山林や河川などの自然景観との調和に配慮した、高尾山や八王子市の玄関口として

ふさわしい景観形成に努めます。 

 

■住環境保全ゾーン 

・戸建て住宅などの低層住宅を主体とし、周囲の自然環境と調和した落ち着きのある住環境

づくりを進めます。 

・公共広場や、空き地・空き家の活用などによる福祉サービスなど、地域のコミュニティ活

動の活性化につながる機能の導入を図ります。 

・周囲の山林や河川などの自然景観との調和に配慮した景観形成に努めます。 

 

【都市施設】 

・観光資源を活かして観光ルートの多様化・分散化を図るため、高尾山への新たな登山ルー

トの創出に向けて検討を進めます。 

・国道 20 号沿道や住宅地内では、災害時の避難経路も考慮し、歩きやすい歩行者環境づく

りに努めます。 

・公共広場では地域活動や防災など、多目的な交流の場づくりを推進します。 

・自然環境を保全・活用し、自然に触れ合う環境教育やレクリエーション活動を推進し、地

域内外の交流の活性化を図ります。 

・土砂災害対策の促進とともに、案内川の水辺環境を活かした地域のアメニティの向上を図

ります。 

 

【都市防災】 

・山麓部の土砂災害対策の促進とともに、避難ルートや安全な歩行者空間の整備を推進しま

す。 

・地域コミュニティによる自助・共助の取り組みを推進し、集落単位での情報発信や備蓄な

ど、孤立に強い集落づくりに努めます。 

 

 

豊かなみどりと水辺に囲まれたゆとりある住環境と、 

交流の活性化による賑わいの調和するまち 
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○自動車の案内誘導の充実化 

○安全で歩きやすい歩行者環境づくり 

○生活サービスや地域交流機能の誘導 

○自然景観に配慮したまち並み誘導 

○山間部の自然環境を活か

した落ち着きのある 

 住環境の保全 

○建築物や屋外広告物の整序など

自然環境との調和に配慮した 

 沿道景観づくり 

○高尾山への登山ルートの創出 

 

○地域活動や防災

など多目的な 

 交流の場づくり 

4
5
 

○建築物や屋外広告物の整序など

自然環境との調和に配慮した 

 景観づくり 

南浅川町会エリア方針図 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実現化の方策 
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４．実現化の方策 

 

４－１ 施策展開の考え方 

関連地域を含めた高尾山口駅周辺地区の課題解決とともに地域の魅力や活力向上につながる

地域づくりを推進していくための施策展開の考え方を示します。 

 

（１）取り組みの基本的考え方 

①地域に関わる各主体の協働による取り組み 

・関連地域など広域的な範囲を視野に入れた地域住民や関係団体、民間事業者、行

政が地区の将来像を共有化し、協働で取り組みます。 

・高尾山への観光等多くの来訪者も地域づくりの重要な担い手として捉え、外部か

らの参加機会の増加、担い手の受け入れ等を進めるとともに、自然環境の保全活

動や交流等を推進します。 

・各種分野の専門家など様々な人材を活用し、地域づくりの体制を整えながら、よ

り質の高い取り組みを推進します。 

②重要性や緊急性等を勘案した施策展開 

・地区の将来像や目標、方針の実現化を進める方策について、課題解決や活力向上

等の点で重要性や緊急性、取り組みに係る熟度などを勘案し、重点的に取り組む

施策を選択し、推進します。 

・民産学公の連携による協働体制のもと、やりたいことやできそうなことを、共に

考え、試行的に実践するなど、実績や効果を示しながら取り組みを進めます。 

③相互連携や段階的な取り組み 

・地域の資源や既存の取り組みなどを活かしつつ、各種活動と相互に連携しながら

課題解決や活力向上につながる取り組みを効果的に進めます。 

・地域活動などソフト的な施策は継続的に進めることを基本に、少しずつ実現化に

向けて取り組み、必要に応じて内容を改善するなど段階的にステップアップさせ

ながら取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働での取

組み 

多様な担い

手の受入 

様々な人材

の活用 

重点施策の

選択・推進 

柔軟な取り

組み姿勢 

各種活動と

の相互連携 

段階的なｽﾃｯ

ﾌﾟｱｯﾌﾟ 

図 施策の展開と協働体制 

都市計画方針 

施策の設定 

重点施策などの推進  

 

多様な担い手 

との協働体制 

 

施策の実践 

各種活動との相互連携 

できるところから実践 

共有化 

様々な人材と協力、体制づくり 

施策の改善、 

新たな具体施策 

様々な取組み 
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（２）施策の推進 

高尾山口駅周辺地区の地域づくりを推進するため、目標や方針に基づく施策分野ごとの現時

点における施策について、地元意見等も踏まえた取り組み内容を示します。 

なお、行政（八王子市、東京都、国）や民間事業者、地域住民や関係団体などの各主体が協

働で施策を推進していくため、考えられる役割や実現に向けた今後の動きについて合わせて示

します。また施策については、高尾まちづくりワークショップで描いた将来像やアイディアを

参考に立案しています（ワークショップの開催内容については参考資料 p64～78 を参照）。 

 

■施策分野１：土地利用に関する施策 

 

施策１－１：高尾山口駅や参道周辺の「高尾山の玄関口」としての土地利用誘導 

・「賑わい創出ゾーン」において「観光交流中心地」にふさわしい賑わいや、観光客や地域

住民などの交流活動を支える商業サービス機能の導入など、適切な土地利用の誘導 

・豊かな自然や歴史・文化との調和に配慮した建築物の形態意匠や広告物等の一体的な誘導 

・地域活動や観光交流の活性化につながる空間の形成 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・適切な土地利用の誘導（用途地域の見直しや地区計画の指定など） 

・建築物や工作物、屋外広告物等の景観誘導   など 

民間事業者 

・地域住民等 
・エリアの将来像に沿った土地活用・景観形成への協調 

・景観に関する意識の醸成   など 

【実現に向けた今後の動き】 

・エリアの将来像の設定とルールづくり、地元との合意形成 

 

施策１－２：自然、商業や住宅等の均衡のとれた土地利用誘導 

・「生活サービス誘導ゾーン」において生活環境と観光・文化の振興につながるサービス機

能の導入など、適切な土地利用の誘導 

・自然や歴史・文化的、住環境との調和に配慮した建築物の規模や高さの制限、形態意匠や

屋外広告物の規制誘導 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・適切な土地利用の誘導（用途地域の見直しや地区計画の指定など） 

・建築物や工作物、屋外広告物等の景観誘導 

民間事業者 

・地域住民等 

・エリアの将来像に沿った土地活用、景観形成の推進 

・の景観に関する意識の醸成 等 

【実現に向けた今後の動き】 

・生活サービス機能の誘導に関するニーズや実現性の精査 

・観光振興と生活とのバランスなど土地利用に関するルールづくり 

・自然公園法で規制されない範囲について地区計画等を利用した規制内容の具体化 
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施策１－３：地域資源をつなぐネットワークの構築 

・自然や歴史文化をゆっくりと楽しめるような回遊性のある散策ルートの魅力発信 

・協働による地域資源の発掘やコース設定の検討（身近な散歩道やマップ作成など） 

・裏高尾、小仏、八王子城跡など市内の観光資源や近隣市と連携した広域的な観光ルート等

の案内誘導 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・案内サインや地域情報等の検討 など 

 

地域住民等 ・地域資源や散策ルートの発掘、意見交換 

・維持管理等への参加（道路アドプト制度など） 

【実現に向けた今後の動き】 

・地域住民や諸施設の管理者など、関係者との協議調整や検討の場づくり 
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■施策分野２ 都市施設に関する施策 

施策２－１：観光客の自動車交通等対策  

・公共交通での来訪促進に向けた、交通結節点における車から鉄道・バス等への乗継利便性

の向上（交通結節点周辺における駐車場の確保、わかりやすい情報案内など） 

・５月や 11 月など観光シーズンにおける、一般車両の渋滞解消に向けた取り組み 

（一般車両の通過抑制施策、駐車場案内情報の発信、民間駐車場のあり方検討など） 

・観光バスの利便性向上（乗降スペースの確保、市内全域を対象としたバス駐車場の確保、

ツアー事業者との情報共有など） 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・交通に関する情報発信 

・市営駐車場の効果的な活用 

・交通事業者及び道路管理者との連携 等 

民間事業者 

・地域住民等 

・観光交通と地域交通に関する協議調整 ほか 

【実現に向けた今後の動き】 

・公共交通の利用促進と駐車場整備など広域的に捉えた観光交通体系の整理 

 

 

 

 

 

施策２－２：地域の暮らしやすさを支える交通環境の整備 

・子どもや高齢者の安全な移動手段の確保に向けた取り組み（地域住民と協働で運行するバ

スの検討など） 

・地域住民が安全に移動できる歩行者環境・自転車利用環境の整備推進 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・地域住民や交通事業者との協議調整 

・地域住民と協働で運行するバス等の検討 

・歩きやすい歩道の整備 等  

民間事業者 

・地域住民等 

・地域の交通に関する協議調整 等 

【実現に向けた今後の動き】 

・公共交通の事業性や地域ニーズに関する精査 
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施策２－３：案内川及び周辺の環境整備 

・自然や景観との調和に配慮した案内川及びその周辺の空間整備および防災対策の促進等 

・案内川の水辺を活用した誰もが利用しやすい憩いの広場空間整備や、周辺の回遊性の向上 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・公共施設の整備や関係機関との協議調整 

・空間整備及び防災対策の促進 等 

民間事業者 

・地域住民等 

・河川や広場の維持管理等への参加 等 

【実現に向けた今後の動き】 

・河川管理者及び道路管理者等との協議調整 

・地域住民の意向把握 

 

 

施策２－４：高尾 599 ミュージアムを核とした体験・交流活動の推進 

・高尾 599 ミュージアムでのイベントなど、多様な活動による賑わいづくり 

・地域資源を活かした多様な観光交流のプランの検討と推進（アートや体験型など） 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 

（指定管理者） 

・各種プログラムの企画検討 

・広報やホームページ等を活用した情報発信  

・関連団体との連絡調整 等 

民間事業者 

・地域住民等 

・各種プログラムの企画検討への参加・協力 

・地域内の各種連絡調整 等 

【実現に向けた今後の動き】 

・住民や商店会、事業者等の地域連携の場づくり 

 

 

施策２－５：公有地を活用した地域交流の場づくり 

・公有地を活かした地域の課題解決につながる機能の導入及び交流・地域活動の推進 

・公園・広場を活かした交流・地域活動の場として利用しやすい環境づくり 

（落合公園、もみじ児童遊園、梅の木平まちの広場など） 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・公有地の利活用に関する協議調整 

・利活用に係る土地利用規制の見直し 等 

民間事業者 

・地域住民等 

・維持管理などへの参加 

・地域活動等のルールや運営体制づくり 等 

【実現に向けた今後の動き】 

・地域のニーズや活用の可能性の精査 
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■施策分野３：都市防災に関する施策 

 

施策３－１：災害に強い多様な主体の協働によるまちづくりの推進 

・土砂災害対策の促進と、観光客を含めた警戒避難体制の整備推進 

・地域住民や事業者など地域全体の協働体制の構築 

 

【各主体の役割】 

主体 主な役割 

八王子市 ・土砂災害対策の促進 

・地域防災計画に基づく警戒避難体制の整備推進 

・自主防災組織や防災訓練への支援  など 

民間事業者 

・地域住民等 

・自主防災組織による日常的な防災活動 

・地域住民や事業者を含めた地域全体の協力体制への参加 

・地元町会による防災訓練の実施 など 

【実現に向けた今後の動き】 

・地域住民や事業者を含めた協力体制の構築 
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４－２ 地域による推進体制づくりと進め方 

各施策を推進する取り組みには、行政主導で進めるもの、地元主体で進めるものや市民・民

間事業者・行政の協働により進めるものなど、内容によって推進体制が様々となります。 

地域づくりに関する諸施策の展開に多様な主体が関わる中、地元が主体的に関わり、取組を

進めていくための地域の推進体制を構築し、中長期的には高尾山口駅周辺地区のエリアマネジ

メントの実践・展開を目指していきます。 

エリアマネジメントとは、地域の環境や価値を維持向上させるための住民や事業者、地権者

等による主体的な取組みの事です。観光客が増加する中、観光振興と住みやすい生活環境のバ

ランスをとるためにも、地元住民等が主体的にまちづくりに関わりながら地域への愛着を育み、

高尾の魅力や価値を高めていくことが大切です。地域づくりに地元が主体的に関わり、取り組

みを進めていくための地域の推進体制として、中長期的にはエリアマネジメントの実践・展開

を目指していきます。 

 

エリアマネジメントの実践にあたっては地元住民や企業、行政がまちの将来像や方向性を共

有化しつつ、その実現に向けて「できること」から行動していくことが重要であり、そのため

の具体的な取り組みを地元住民等と協働で実践していきます。 

八王子市では「八王子市地区まちづくり推進条例」により市民の主体的な参加によるまちづ

くり活動を市が支援し、市民と行政の協働による良好な住環境づくりを推進するための仕組

み・手法を規定しています。本条例の活用やその他の様々な手法を取り入れながら具体的な取

り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来的なエリアマネジメント体制のイメージ 

○機運を高める取組み、話

し合いの場の開催 

○人材の発掘、育成 

○地域資源を活かした魅力

づくり、情報発信 

○事業（活動）の試行、実

践に向けた検討調整 

○持続可能な体制の構築 

○情報発信の継続、更新 

○事業の実践、改善 

○担い手の育成 

○事業の継続、発展 

○方針の見直し 

○協力体制・連携や交流の

拡大 

 

長期的な視点でできることから実践し、事業を

マネジメントできる体制を構築していきます。 

図 まちづくりの進め方イメージ 

Step1 

Step2 

Step3 

理事会 

事務局 

地域の取組み
① 

 

地域の取組み
② 

 

地域の取組み
③ 

 

地域の取組み
④ 

 

総括 
相互調整 

行政 

連携 
相談等 

「一歩を踏み出す」 

「体制を作る」 

「定着・発展させる」 
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１．検討体制 

 

都市計画方針は、地元懇談会、まちづくりワークショップ等による地元意見を踏まえて、庁

内検討会を中心に検討・策定を行いました。 

 

図 検討体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜八王子市＞ ＜市民＞ 

庁内検討会 

【事務局】都市計画課 

●都市計画方針 

素案の策定 

庁内ワーキング部会 

【事務局】都市計画課 

都市計画方針の決定 

都市計画審議会 報告 

パブリックコメント 

・説明会 

（都市計画方針素案） 

 
都市戦略会議 

地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元懇談会 

【事務局】都市計画課 

●地元の代表として地元

の意見の提出 

高尾まちづくり 

ワークショップ 

【事務局】都市計画課 

●地域住民等を集め、ワー

クショップ形式で意見

を聴取 

関係機関 

○相武国道事務所 

○東京都南多摩西部建設事務所 

○東京都環境局     など 

連絡 
調整 
・協議 

意見 

提出 

意見 

提出 
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２．庁内検討会 

 

（１） 庁内検討会の趣旨 

本市の部課長級で構成される検討会、主査級で構成される庁内ワーキング部会を設置して、

他分野にわたる政策調整を図りながら、都市計画方針の内容を検討し、素案の策定を行いまし

た。 

 

（２） 庁内検討会の開催経緯 

庁内検討会については、以下のようなスケジュールで検討を進めました。また庁内ワーキン

グ部会については庁内検討会の前後に開催しました。 

 

表 会議の開催経緯 

回 日程 議題 

第１回 平成 26 年 7 月 31 日（木） ・庁内検討会の設置について 

・高尾山口駅周辺地区都市計画方針策定について 

第２回 平成 27 年 5 月 22 日（金） ・方針のねらいと検討体制について 

・地区の現況と課題について 

・高尾山口駅周辺地区都市計画方針の骨子（案）について 

第３回 8 月 25 日（火） ・高尾山口駅周辺地区都市計画方針 素案たたき台について 

①「１.方針策定のねらい」から「３.地区の将来像と方針」

まで 

②「４.実現化の方策」 

第４回 11 月 10 日（火） ・高尾山口駅周辺地区都市計画方針 素案について 

・庁内照会結果及び主な修正点について 

・今後のスケジュールについて 
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（３） 庁内検討会の構成 

庁内検討会及びワーキング部会については、以下のような構成です。 

 

（検討会） 

所属 役職 備考 

八王子市 

都市計画部長 会長 

拠点整備部長  

産業振興部長 副会長 

環境部長  

まちなみ整備部長  

道路交通部長  

都市計画課長  

土地利用計画課長  

交通企画課長  

都市整備推進課長  

観光課長  

環境保全課長  

まちなみ景観課長  

公園課長  

路政課長  

 

（ワーキング部会） 

所属 役職 備考 

八王子市 

都市計画課主査  

土地利用計画課主査  

交通企画課主査  

都市整備推進課主査  

観光課主査  

環境保全課主査  

まちなみ景観課主査  

公園課主査  

路政課主査  

 

（事務局） 

八王子市 都市計画課 
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（４） 庁内検討会の開催要綱 

 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針庁内検討会開催要綱 

 

平成26年9月30日施行 

 

（目的・開催） 

第１条 高尾山口駅周辺では、圏央道高尾山IC の開通や高尾の里拠点施設などの整備が進め

られ、駐車場問題や今後の土地利用誘導の方向性などの新たな課題を抱えている。本地区の

課題への対応策や観光地としてのあり方を整理検討し、まちづくりの方向性を示すため、高

尾山口駅周辺地区都市計画方針等（以下「都市計画方針」という。）の策定を行う。 

２ 都市計画方針の内容を検討し、素案の策定を行うため、庁内検討会（以下「検討会」とい

う。）を開催する。 

 

（意見等を求める事項） 

第２条 検討会は、次に掲げる事項を所管する。 

（１） 都市計画方針の内容の検討に関すること。 

（２） その他必要と認める事項。 

 

（構成） 

第３条 検討会は、別表第１に掲げる者をもって構成する。 

２ 検討会に会長を置き、都市計画部長をもって充てる。 

３ 検討会に副会長を置き、産業振興部長をもって充てる。 

４ 会長は、必要に応じて第１項に掲げる者以外の者を会員とすることができる。 

 

（会長及び副会長の職務） 

第４条 会長は、検討会を招集し、会務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

３ 会長は、必要に応じて関係機関等から会員以外の者をオブザーバーとして検討会に出席さ

せ、意見を求めることができる。 

 

（部会） 

第５条 都市計画方針の策定に向けた各分野の実施組織として、検討会に都市計画方針ワーキ

ング部会（以下「部会」という。）を置く。 

２ 部会は、別表第２に掲げる者をもって構成する。 

３ 部会は、会長の指示に基づき、検討会の検討に必要な事項の調査検討および連絡調整を行

う。 
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４ 会長は、必要に応じて第２項に掲げる者以外の者を部会員とすることができる。 

 

（事務局） 

第７条 検討会および部会の庶務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局は、都市計画課職員をもって構成する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討会及び部会に関し必要な事項は会長が定める。 

 

（附 則） 

１ この要綱は、平成26 年9 月30 日から施行する。 

２ この要綱は、「（仮称）高尾山口駅周辺地区都市計画方針」が策定されたときに廃止する。 

 

別表第１（第３条関係） 

都市計画部長 

拠点整備部長 

産業振興部長 

環境部長 

まちなみ整備部長 

道路交通部長 

都市計画課長 

土地利用計画課長 

交通企画課長 

都市整備推進課長 

観光課長 

環境保全課長 

まちなみ景観課長 

公園課長 

路政課長 

 

別表第２（第５条関係） 

都市計画課主査 

土地利用計画課主査 

交通企画課主査 

都市整備推進課主査 

観光課主査 

環境保全課主査 

まちなみ景観課主査 

公園課主査 

路政課主査 
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３．地元懇談会 

 

（１） 地元懇談会の趣旨 

都市計画方針の内容について検討し、地元の意見をいただくため、高尾山口駅周辺地区都市

計画方針策定に係る地元懇談会を開催しました。 

 

（２） 地元懇談会の開催経緯 

地元懇談会については、以下のようなスケジュールで検討を進めました。 

 

表 懇談会の開催経緯 

回 日程 議題 

第１回 平成 26 年 11 月 12 日（水） ・高尾山口駅周辺地区都市計画方針策定について 

・地区の現況と課題について 

・地元ワークショップについて 

第２回 平成 27 年 2 月 17 日（火） ・第 1回高尾まちづくりＷＳについて（報告） 

 ①ＷＳ開催概要 

 ②ＷＳでの意見の整理 

 ③ＷＳ参加者の感想、意見等 

・これからの高尾地区のまちづくりについて（意見交換） 

①まちづくりの基本的な方向性と具体のプロジェクトの検

討 

②持続発展的に取り組んでいくための体制づくり 

第３回 6 月 2 日（火） ・高尾山口駅周辺地区都市計画方針骨子（案） について 

・方針、推進方針の検討 

・第２回高尾まちづくりワークショップについて 

第４回 9 月 17 日（木） ・第２回高尾まちづくりワークショップでの主な意見につい

て 

・高尾山口駅周辺地区都市計画方針素案たたき台について 

・地域による推進体制づくりについて 

第５回 11 月 25 日（水） ・高尾山口駅周辺地区都市計画方針（素案） について 

・地域の取組みと推進体制づくりについて 
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（３） 地元懇談会の参加者 

地元懇談会については、以下のような参加者により検討を進めました。 

 

（委員） 

 所属 参加者名 

学識経験者 
首都大学東京 都市環境学部 

（自然・文化ツーリズムコース） 
川原 晋（準教授） 

 

都市計画方針に

関係する地域の

町会・自治会を代

表する者 
 

高尾町五丁目町会 
秋間 薫（町会長）[平成 26 年度] 

佐戸 勝一（町会長）[平成 27 年度] 

落合町会 佐戸 博（町会長） 

南浅川町会 石井 芳春（町会長） 

浅川地区町会連合会 
水野 康直（会長）[平成 26 年度] 

串田 孝義（会長）[平成 27 年度] 

鉄道等事業者 

高尾登山電鉄株式会社 
大野 彰（取締役社長） 

（公益社団法人八王子観光協会会長） 

京王電鉄株式会社 
吉良 純 

（開発企画部沿線事業担当課長） 

関係団体等を代表

する者 

髙尾山薬王院 尾形 功（用度部長） 

氷川神社 青木 勝一（筆頭総代） 

高尾山商店会 小宮 猛（会長） 

高尾商業協同組合 
町田 照良（理事長）[平成 26 年度] 

髙橋 清士（副理事長）[平成 27 年度] 

 

（事務局） 

八王子市 都市計画課 

 

 

 

 

  

写真 地元懇談会の様子 
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（４） 地元懇談会の開催要綱 

 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針策定に係る地元懇談会 

開催要綱  

 

平成26年10月24日施行 

 

（目的・開催） 

第１条  高尾山口駅周辺では、圏央道高尾山 ICの開通や高尾の里拠点施設などの整備が進 

められ、駐車場問題や今後の土地利用誘導の方向性などの新たな課題を抱えている。本地区

の課題への対応策や観光地としてのあり方を整理検討し、まちづくりの方向性を示すため、

高尾山口駅周辺地区都市計画方針等（以下「都市計画方針」という。）の策定を行う。 

２ 都市計画方針の内容について検討し、地元の意見をいただくため、高尾山口駅周辺地区

都市計画方針策定に係る地元懇談会（以下「地元懇談会」という。）を開催する。 

 

（意見等を求める事項） 

第２条  懇談会は、次に掲げる事項について検討し、助言を行うものとする。 

（１） 都市計画方針の内容に関すること。 

（２） その他市長が意見を求める必要があると認める事項。 

 

（構成） 

第３条 地元懇談会は、以下に掲げる参加者をもって構成する。 

 （１）学識経験者（1名） 

（２）都市計画方針に関係する地域の町会・自治会を代表する者（４名以上） 

 （３）鉄道等事業者（２名以上） 

 （４）関係団体等を代表する者（４名以上） 

２ 定員は 16 名以内とする 

  

（開催期間） 

第４条 懇談会の開催期間は本要綱の施行の日より平成 28 年 3 月 31 日までとし、参加者の

任期はその日までとする。 

 

（座長及び副座長） 

第５条 懇談会に座長を置く 

２ 座長は第３条の参加者をもって充てる。 

３ 副座長は、座長が指名する参加者をもって充てる。 

４ 座長は懇談会の進行を行う。 
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５ 副座長は座長の職務を補佐し、座長に事故あるときはその職務を代理する。 

 

（庶務） 

第６条 懇談会の庶務を処理するため事務局を置く。 

２ 事務局は、都市計画部都市計画課職員をもって構成する。 

 

（施行の細目） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇談会に関し必要な事項は市長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 26年 10 月 24 日から施行する。 
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４．高尾まちづくりワークショップ 

 

（１） ワークショップの開催趣旨 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針の対象地区となっている地元３町会（落合町会・高尾町五

丁目町会・南浅川町会）の住民を中心に、高尾まちづくりワークショップを開催し、地域の将

来像などについて検討を行いました。 

 

（２） ワークショップの開催経緯 

 

表 ワークショップの開催経緯 

回 日程 場所 参加者数 議題 

第１回 平成 26 年 

12 月 14 日（日） 

イタリアン

レストラン

高尾山ふも

とや 

37 人 

・ワークショップの開催にあたって 

・ライフスタイルと将来イメージを考える 

・まちづくりのストーリーを考える 

第２回 平成 27 年 

7 月 4 日（土） 
27 人 

・前回ＷＳの振り返りとまちづくりの方向性に

ついて 

・まちづくりプロジェクトについて 

・全体意見交換 

 

表 ワークショップ参加者の所属 

回 落合町会 高尾町五丁目町会 南浅川町会 その他 

第１回 8 人 16 人 10 人 3 人 

第２回 11 人 8 人 4 人 4 人 

 

 

 

 

  

写真 ワークショップの様子 
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（３） ワークショップでの意見 

ワークショップでは、次頁に示すような意見が出されました。 
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第１回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第１回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第１回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第１回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第１回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 



75 

 

 

 

 

 

  

第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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第２回 高尾まちづくりワークショップでの意見 
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５．パブリックコメント・素案説明会 

 

（１） パブリックコメントの概要 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針素案について、以下に示す通り、パブリックコメントを実

施しました。 

 

表 パブリックコメントの開催経緯 

項目 内容 

実施期間 平成 28 年 1 月 4日～2月 9日 

提出方法 持参・郵送・FAX・E メール 

提出者数 15 名（意見数：55 件） 

 

 

（２） 素案説明会の概要 

高尾山口駅周辺地区都市計画方針素案について、以下に示す通り、素案説明会を実施しまし

た。 

 

表 説明会の開催経緯 

項目 内容 

開催日 平成 28 年 1 月 17 日（日）、1月 19 日（火） 

会場 高尾 599 ミュージアム 

参加者数 3 名（1月 17 日）、11 名（1 月 19 日） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             高尾山口駅周辺地区都市計画方針 

 

平成 28 年 3 月 

発行   八王子市 

編集   八王子市 都市計画部 都市計画課 

電話   042-620-7302 

 

 


